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■
自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
長 

佐
々
木
昌
貴
１
等
海
佐

　

着
任
挨
拶

　

８
月
１
日
付
で
第
38
代
自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
長
に
着

任
さ
れ
た
佐
々
木
昌
貴
１
等
海
佐
が
、８
月
27
日（
火
）着
任
挨
拶

の
た
め
来
所
さ
れ
、橘
髙
克
和
副
会
長
が
応
対
し
ま
し
た
。佐
々

木
本
部
長
は
、平
成
20
年
に
護
衛
艦
く
ら
ま
で
勤
務
さ
れ
て
以
来

の
長
崎
県
へ
の
赴
任
で
す
。

　
「
自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本

部
が
地
域
の
皆
様
と
防
衛
省
・
自

衛
隊
の
か
け
は
し
と
な
り
、『
組
織

を
支
え
る
人
』の
充
実
を
進
め
て

い
き
た
い
。そ
の
た
め
に
も
引
き
続

き
、採
用
・
援
護
等
へ
の
支
援
・
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
」と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

■
第
21
期
一
般
海
曹
候
補
生
課
程

　

第
３
８
４
期
練
習
員・第
71
期
練
習
員（
女
性
）課
程
修
業
式

　

８
月
27
日（
火
）、海
上
自
衛
隊
佐
世
保
教
育
隊
で
一
般
海
曹
候

補
生
と
練
習
員
の
修
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。各
課
程
を
終
え

た
２
７
４
人
は
、佐
世
保
や
呉
、横
須
賀
な
ど
各
地
区
の
艦
艇
、航

空
、陸
上
部
隊
に
配
属
さ
れ
ま
す
。

■
任
期
制
隊
員
合
同
企
業
説
明
会

　

９
月
５
日（
木
）、パ
ー
ク
ベ
ル
ズ
大
村
で
任
期
制
隊
員
合
同
企
業

説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
説
明
会
は
、各
年
度
末
に
契
約

満
了
で
自
衛
隊
を
退
職
す
る
隊
員（
20
代
か
ら
30
代
前
半
）の
う

ち
、長
崎
県
内
の
企
業
等
へ
就
職
を
希
望
す
る
隊
員
と
企
業
が
直

接
面
談
を
行
い
、情
報
提
供
等
を
行
う
場
と
し
て
毎
年
９
月
頃
に

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。当
日
は
隊
員
17
名
と
企
業
50
社
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

１１
月
１５
日（
金
）、東
京
・
市
ヶ
谷
で
開
催
さ
れ
た
令
和
６

年
度
自
衛
隊
記
念
日
行
事
に
お
い
て
、金
子
卓
也
会
長
が

海
上
幕
僚
長
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。感
謝
状
贈
呈

に
際
し
齋
藤
聡
海
将
よ
り
、「
各
種
行
事
へ
の
参
画
や
さ
せ

ぼ
自
衛
隊
グ
ル
メ
の
取
組
み
を
通
じ
て
、長
年
に
わ
た
り
市

民
と
自
衛
隊
の
か
け
は
し
と
な
っ
て
頂
い
て
い
る
こ
と
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
」と
の
言
葉
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

 

ま
た
今
回
、防
衛
基
盤
の
育
成
等（
団
体
）の
部
で
、当
後

援
会
理
事
の
㈱
佐
世
保
航
海
測
器
社 

代
表
取
締
役 

水
上

陽
介
様
が
海
上
幕
僚
長
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

 

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
海
上
自
衛
隊
物
品・糧
食
展
示
会

　

９
月
12
日（
木
）〜
13
日（
金
）の
２
日
間
、海
上
自
衛
隊
佐
世

保
造
修
補
給
所
主
催
の「
物
品
・
糧
食
展
示
会
」が
開
催
さ
れ
、

隊
員
ら
４
３
６
名
が
来
場
し
ま
し
た
。当
後
援
会
会
員
を
含
む

県
内
外
40
社
が「
災
害
時
に
活
躍
す
る
、勤
務
環
境
の
改
善
に
資

す
る
物
品
」、「
国
産・地
域
生
産
品
、隊
員
の
栄
養
改
善・健
康
増

進
に
資
す
る
食
品
」を
出
品
。隊
員
ら
に
よ
る
投
票
で
多
く
の
得

票
数
を
獲
得
し
た
製
品
は
、今
後
任
務
や
舞
台
活
動
へ
の
適
合

性
等
を
考
慮
し
た
上
で
、補
給
品
と
し
て
選
定
、調
達
さ
れ
る
予

定
で
す
。

■
新
隊
員
特
技
課
程・一
般
曹
候
補
生
課
程
後
期
教
育
課
程

　

修
了
式

　

９
月
14
日（
土
）、陸
上
自
衛
隊
相
浦
駐
屯
地
に
て
新
隊
員
後

期
教
育
の
教
育
修
了
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。76
人
の
新
隊

員
は
、７
月
か
ら
10
週
間
に
わ
た
り
、同
期
と
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
武
器
や
射
撃
な
ど
普
通
科
隊
員
と
し
て
の
能
力
向
上
に
励
み

ま
し
た
。今
後
は
３
つ
あ
る
水
陸
機
動
連
隊
の
い
ず
れ
か
に
配
置

さ
れ
ま
す
。
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佐世保地方総監部　防衛部長

佐世保地方総監部　監察官

ミサイル艇おおたか　艇長

上対馬警備所　所長

佐世保音楽隊　隊長

多用途支援艦あまくさ　艦長

佐世保海上訓練指導隊　司令

佐世保システム通信隊　司令

佐世保水上戦術開発指導分遣隊　隊長

佐世保地方警務隊　隊長

１佐　浅利 進吾

１佐　渡邉 雄一

２佐　奥村 博隆

３佐　大渕 寛人

３佐　大塚 理夫

１尉　長岡 英幸

３佐　栄木 博文

１佐　飯ケ谷 孝広

２佐　吉村 雄幸

２佐　吉田 周司

３佐　前田 理崇

自衛艦隊司令部
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舞鶴システム通信隊　司令

対潜評価隊 兼 自艦隊 兼 潜艦隊

横須賀地方警務隊

第２護衛隊群　司令

第２護衛隊　司令

護衛艦あけぼの　艦長

護衛艦あきづき　艦長

護衛艦こんごう　艦長

第８護衛隊　司令

護衛艦きりさめ　艦長

護衛艦すずつき　艦長

護衛艦さわぎり　艦長

護衛艦じんつう　艦長

護衛艦みくま　艦長

補給艦はまな　艦長

補給艦おうみ　艦長

第２掃海隊　司令

１佐　江畑 泰孝

１佐　城 　武昌

２佐　西岡 照道

２佐　長野 恭介

１佐　三浦 宏幸

１佐　田中 政臣

２佐　伊藤 正行

２佐　北村 友嗣

２佐　飯尾 啓正

２佐　大野 　茂

２佐　有馬 　剛

２佐　根本 征幸

１佐　萬年 　敬

２佐　小川 朋之

統合幕僚監部　指揮通信システム企画課長

いずも艦長

自衛艦隊司令部

さわぎり艦長

佐世保地方総監部　防衛部第３幕僚室長

幹部候補生学校

第２護衛隊群司令部

佐世保海上訓練指導隊　砲雷科長

海上幕僚監部　運用支援課

おうみ副長

くまの砲雷長

自衛艦隊司令部

自衛艦隊司令部

海上幕僚監部　補任課

官 　 職

異 動 先 離 任 者 官 　 職 着 任 者 前 所 属

着 任 者 前 所 属 官 　 職 着 任 者 前 所 属

第15旅団司令部（那覇）

陸上幕僚監部（市ヶ谷）

システム通信・サイバー学校（久里浜）

１佐　西田 喜一

２佐　岩下 佳史

２尉　元村 潤次

第１水陸機動連隊長

後方支援大隊長

第321基地通信中隊 相浦・崎辺派遣隊長

１佐　堀田 朗伸

２佐　中村 美雄

１尉　内川 忠士

陸上総隊司令部（朝霞）

陸上幕僚監部（市ヶ谷）

第321基地通信中隊（目達原）

─

区　分

若年
定年制

幹部

60歳

58歳

57歳

56歳

55歳

陸将・海将・空将
陸将補・海将補・空将補
1等陸佐・1等海佐・1等空佐
2等陸佐・2等海佐・2等空佐
3等陸佐・3等海佐・3等空佐
1等陸尉・1等海尉・1等空尉
2等陸尉・2等海尉・2等空尉
3等陸尉・3等海尉・3等空尉
准陸尉・准海尉・准空尉
陸曹長・海曹長・空曹長
1等陸曹・1等海曹・1等空曹
2等陸曹・2等海曹・2等空曹
3等陸曹・3等海曹・3等空曹
陸士長・海士長・空士長
1等陸士・1等海士・1等空士
2等陸士・2等海士・2等空士

将
将補
1佐
2佐
3佐
1尉
2尉
3尉
准尉
曹長
1曹
2曹
3曹
士長
1士
2士

准曹

士
任期制

非任期制

階　級 定年年齢略　称

金子容三衆議院議員
防衛大臣政務官に就任
　第２次石破茂内閣の発足に伴い、地元選出の金子容三
衆議院議員が防衛大臣政務官に就任されました。

【金子容三衆議院議員 オフィシャルサイトより】
重責で身の引き締まる思
いです。国家安全保障
戦略等に基づき防衛力
の抜本的強化に取り組
むとともに、自衛官の処遇
や勤務環境の改善、新
たな生涯設計の確立に
取り組んでまいります。

即戦力となる人材の確保を検討している経営者の皆様へ

退職自衛官再雇用のご案内
　自衛隊は精強性を保つため、多くの自衛官は、50代半ば
以降（若年定年制自衛官）または20代～30代半ば（任期
制自衛官※１）で退職することになります。退職予定の自衛
官は、在任中に多くの資格、免許を取得、また企業の即戦
力となるべく様々な再教育を受けた後に退職されます。企
業皆様におかれましては、退職自衛官の再雇用について
是非ご検討下さい。

若年定年又は任期満了による退職者数（令和5年度）

■退職自衛官再雇用問合せ窓口

約7,600人
うち若年定年退職者数 約4,200人
うち任期満了退職者数 約3,400人

※１ 任期制自衛官＝主に高校、大学等を卒業後、2～7年間ほど自衛隊
に勤務し、任期満了で退職する若手人材。

■自衛官の階級と定年年齢（2024年10月～）

（2024年12月1日現在）
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■
ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
海
軍
補
給
艦 

初
入
港

　

９
月
14
日（
土
）〜
18
日（
水
）に
か
け
て
、ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

海
軍
の
補
給
艦「
ア
オ
テ
ア
ロ
ア
」が
佐
世
保
に
初
入
港
し
ま

し
た
。環
太
平
洋
合
同
演
習
へ
の
参
加
、海
上
自
衛
隊
の
護
衛

艦「
せ
ん
だ
い
」と
の
洋
上
補
給
訓
練
を
経
て
、補
給
と
休
養
の

た
め
佐
世
保
に
寄
港
し
ま
し
た
。

■
海
上
自
衛
隊
佐
世
保
教
育
隊
入
隊
式

　

10
月
２
日（
水
）、佐
世
保
教
育
隊
に
お
い
て
第
22
期
一
般
海

曹
候
補
生
課
程
入
隊
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。全
国
各
地

か
ら
入
隊
し
た
53
名（
う
ち
長
崎
県
出
身
者
４
名
）は
、俵
千

城
総
監
か
ら
一
般
海
曹
候
補
生
の
任
命
、訓
示
を
受
け
、力
強

く
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

■
さ
せ
ぼ
自
衛
隊
グ
ル
メ
２
０
２
３
―
２
０
２
４

全
店
舗
制
覇
者
特
典 

ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー

　

海
上
自
衛
隊・陸
上
自
衛
隊・佐
世
保
海
上
保
安
部
の
カ
レ

ー
を
、部
隊
提
供
の
レ
シ
ピ
に
基
づ
き
忠
実
に
再
現
し
、佐
世

保
市
内
飲
食
店
等
で
提
供
す
る『
さ
せ
ぼ
自
衛
隊
グ
ル
メ
』事

業
。昨
シ
ー
ズ
ン
に
全
21
店
舗
コ
ン
プ
リ
ー
ト
さ
れ
た
方
を
対

象
と
し
た『
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　

佐
世
保
海
上
保
安
部
で
は
、

『
巡
視
船
ち
く
ご
』に
乗
っ
て

佐
世
保
湾
内
を
体
験
航
海
！

海
上
自
衛
隊
・
米
海
軍
の
艦
船

を
間
近
に
眺
め
な
が
ら
、楽
し

い
航
海
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
訪
れ
た
陸
上
自
衛
隊

相
浦
駐
屯
地
で
は
、隊
員
食
堂

で
本
場
の『
水
陸
機
動
団
カ
レ

ー
』を
喫
食
！
昼
食
後
の
施
設

見
学
中
に
は
、水
陸
両
用
車
が
走
行
す
る
貴
重
な
瞬
間
に
遭

遇
し
、思
わ
ぬ
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
参
加
者
一同
大
興
奮
で
し
た
。

　

最
後
に
訪
れ
た
海
上
自
衛
隊
佐
世
保
地
方
総
監
部
で
は
、

地
下
壕（
防
空
指
揮
所
跡
）を
見
学
。特
別
に
普
段
非
公
開
の

地
下
２
階
ま
で
ご
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。懐
中
電
灯
の
小
さ

な
灯
り
を
頼
り
に
真
っ
暗
な
地
下
壕
を
探
検
！
ま
さ
に
ミ

ス
テ
リ
ー
な
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。

■
陸
上
自
衛
隊
崎
辺
分
屯
地
記
念
行
事

　

10
月
13
日（
日
）、崎
辺
分
屯
地
の
開
設
５
周
年
記
念
行

事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。崎
辺
分
屯
地
に
は
水
陸
機
動
団

の
隷
下
部
隊
で
あ
る
戦
闘
上
陸
大
隊
が
置
か
れ
て
お
り
、

水
陸
両
用
車（
Ａ
Ａ
Ｖ
７
）の
運
用
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
崎
辺
地
区
の
親
子
連
れ
な
ど
約
２
０
０
名
が
来

場
。水
陸
両
用
車
と
の
綱
引
き
大
会
や
、入
水
点
検
槽
を

使
用
し
た
水
陸
両
用
車
の
水
上
航
行
展
示
な
ど
様
々
な

イ
ベン
ト
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

■
佐
世
保
自
衛
隊
パ
レ
ー
ド

　

11
月
４
日（
月・祝
）、三
ヶ
町・四
ヶ
町
ア
ー
ケ
ー
ド
で
令

和
６
年
度
佐
世
保
自
衛
隊
パ
レ
ー
ド
が
開
催
さ
れ
、海
上

自
衛
隊・陸
上
自
衛
隊・米
海
軍
の
３
部
隊
合
わ
せ
て
約
３

７
０
人
が
力
強
く
行
進
を
行
い
ま
し
た
。当
後
援
会
青
年

部
で
は
、今
年
も
日
米
国
旗
の
小
旗
を
配
布
。三
連
休
中

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、市
民
だ
け
で
な
く
県
外
か
ら
の
観

光
客
も
国
旗
を
振
っ
て
隊
員
を
応
援
し
ま
し
た
。

■
令
和
６
年
度
第
１
回
教
育
訓
練
見
学

　

11
月
６
日（
水
）、陸
上
自
衛
隊
竹
松
駐
屯
地
に
て
水
陸

機
動
団
の
教
育
訓
練
見
学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。水
陸
両
用

基
本
課
程（
Ｗ
）の
課
目「
ボ
ー
ト
操
舟
応
用
」が
実
施
さ

れ
、海
岸
で
ボ
ー
ト
を
組
み

立
て
、手
漕
ぎ
で
操
舟
を
行

っ
た
後
、上
陸
し
て
ボ
ー
ト
を

搬
送
す
る
一
連
の
訓
練
の
様

子
を
見
学
し
ま
し
た
。当
日

は
風
が
強
く
大
村
湾
に
白

波
が
立
つ
中
、隊
員
は
各
々

の
役
割
を
的
確
に
こ
な
し
、

強
い
団
結
力
で
着
実
に
任

務
を
遂
行
し
ま
し
た
。
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明
治
期
の
日
本
は
、近
代
国
家
と
し
て
西
欧
列
強

に
対
抗
す
べ
く
、天
然
の
良
港
に
人
と
先
端
技
術
を
集

積
さ
せ
、軍
港
と
し
て
整
備
し
た
。そ
う
し
て
で
き
た

の
が「
鎮
守
府　

横
須
賀
・
呉
・
佐
世
保
・
舞
鶴
」で
あ

る
。こ
こ
で
は
、佐
世
保
に
残
る
日
本
遺
産・鎮
守
府
の

構
成
文
化
財
を
紹
介
す
る
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
で
初
め
て
実
戦
投
入
さ
れ
た
航

空
機
は
、急
速
に
進
歩
を
続
け
、艦
艇
や
都
市
に
対
し

て
脅
威
と
な
っ
て
いっ
た
。佐
世
保
鎮
守
府
で
も
大
正

13
年
に
空
襲
を
想
定
し
た
演
習
を
行
っ
て
い
る
。昭
和

10
年
代
に
入
る
と
高
射
砲
台
の
建
設
が
本
格
化
し
、

昭
和
17
年
に
は
鎮
守
府
庁
舎
地
下
に
防
空
指
揮
所

も
完
成
し
た
。
地

下
２
階
、総
面
積

約
７
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
の
規
模
が
あ

り
、軍
港
周
辺
の
見

張
所
か
ら
の
情
報

を
統
括
し
、高
射

砲
台
の
砲
戦
指
揮

を
行
っ
た
。  

　

昭
和
20
年
６
月

の
佐
世
保
空
襲
の

際
に
鎮
守
府
庁
舎

は
全
焼
し
た
が
防

空
指
揮
所
は
被
害

を
免
れ
た
。戦
後
に

不
審
火
に
よ
り
内

装
は
焼
失
し
た
も

の
の
、堅
牢
に
造
ら

れ
た
地
下
壕
本
体

は
健
在
で
あ
る
。

■
自
衛
隊
記
念
日
行
事

　

11
月
８
日（
金
）、海
上
自
衛
隊
佐
世
保
地
方
隊
の
自
衛
隊

記
念
日
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。祝
賀
会
に
は
、金
子
容
三

衆
議
院
議
員
は
じ
め
、県
内
外
か
ら
約
６
０
０
名
が
参
加
し

交
流
を
深
め
ま
し
た
。主
催
者
挨
拶
の
中
で
金
子
会
長
は
、

「
本
日
、全
国
か
ら
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
防
衛
関
連
企
業
の

皆
様
に
は
、是
非
佐
世
保
に
出
先
機
関
を
立
地
し
て
い
た
だ
き
、

自
衛
隊
と一
緒
に
な
っ
て
強
固
な
防
衛
基
盤
を
築
く
と
と
も
に
、

佐
世
保
の
街
づ
く
り
に
も
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。」と

述
べ
ま
し
た
。

■
自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部　

援
護
広
報

　

11
月
14
日（
木
）〜
15
日（
金
）に
、自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力

本
部
の
援
護
広
報
が
実
施
さ
れ
、海
上
自
衛
隊
呉・江
田
島
地

区
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

呉
で
は
潜
水
艦「
い
そ
し
お
」に
乗
艦
し
科
員
食
堂
と
発
令

所
を
見
学
し
ま
し
た
。そ
の
後
は
潜
水
艦
教
育
訓
練
隊
の
視

察
と
、呉
地
方
総
監　

福
田
達
也
海
将
、幕
僚
長　

今
野
泰

樹
海
将
補
への
表
敬
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

翌
日
は
海
上
自
衛
隊
の
交
通
船
で
呉
湾
を
視
察
。街
並
み

は
佐
世
保
と
似
て
い
る
も
の
の
、潜
水
艦
が
何
隻
も
停
泊
し
て

い
る
様
子
は
呉
な
ら
で
は
で
、迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。最
後
に

江
田
島
の
第
一
術
科
学
校
、幹
部
候
補
生
学
校
を
訪
問
。旧
海

軍
時
代
に
建
て
ら
れ
た
校
舎
や
講
堂
が
現
役
で
使
用
さ
れ
て

お
り
、重
厚
で
美
し
い
佇
ま
い
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

■
青
年
部
11
月
例
会　

水
陸
機
動
団
本
部

　

高
級
幕
僚　

阿
部
俊
文
１
等
陸
佐　

防
衛
講
話

　

自
衛
隊
後
援
会
青
年
部
は
11
月
18
日（
月
）に
水
陸
機
動

団
本
部
高
級
幕
僚 

阿
部
俊
文
１
等
陸
佐
を
お
招
き
し
、例

会（
防
衛
講
話
）を
開
催
し
ま
し
た
。冒
頭
、阿
部
１
佐
は
、先

日
の
自
衛
隊
パ
レ
ー
ド
に
お
け
る
日
米
国
旗
の
小
旗
配
布
な

ど
、日
頃
の
支
援
に
対
し
て
お
礼
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。講
話

で
は
年
間
５
０
０
回
に
わ
た
る
災
害
派
遣
や
、近
隣
諸
国
の
活

動
状
況
、水
陸
機
動
団
の
訓
練
の
様
子
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
。

秘密の作戦会議が開かれていた作戦室 特別に案内いただいた地下2階

旧
佐
世
保
鎮
守
府
防
空
指
揮
所
跡

所
在
地
：
佐
世
保
市
平
瀬
町

見
　
学
：
予
約
ツ
ア
ー
で
の
み
見
学
可

シリーズ ～日本遺産をめぐる～


